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第１学年道徳指導案
平成２３年６月２３日（木）第４時限
	主題名（資料名）
	カーテンの向こう
	内容項目
	２-(2)　人間愛，思いやり

	資　料　名
	カーテンの向こう

	出　　　典
	愛知県小中学校長会編「明るい人生」１年

	１
主
題
設
定
の
理
由

	(1) ねらいとする価値について
人は，自分の弱さを乗り越え，崇高な美しい生き方を望む気持ちがある。しかし，自分さえよければいいという自己中心的な心や，人の幸せをねたむ醜い心をもつこともある。だからこそ，人間に対する深い理解と共感をもち，だれに対しても温かいまなざしを向け，思いやりの心で接することが大切である。そのことにより，人間として崇高に生きる喜びも生まれてくることに気づかせたい。
(2) 生徒の実態について
この時期の生徒は，さまざまな人々とかかわりをもって生きていることは，理解している。しかし，社会の風潮もあり，人のよさをねたんで利己的になり，他を省みない行動に走ることがある。そこで，人間は一人だけでは生きられないことを認識させ，自分も他の人もかけがえのない存在として大切にしようとする心を育て，深く思いやる心をもって人に接しようとする気持ちを育てたい。

	２
ね
ら
い
	温かい人間愛の精神を深め，どんなときでも互いに思いやり，明るい希望をもって助け合おうとする気持ちを高める。

	３
資
料
に
つ
い
て
	(1) 資料についての解釈
本資料は，ヤコブに対するねたみや，ヤコブの死を心の奥底で笑う心情が，「わたし」の心の動きを中心に描かれている。
さらに，カーテンの向こうがレンガの壁であったことを知った「わたし」が，その後，病室の人たちにどんなことを話し伝えるのか，また，ヤコブがなぜうそをついたのか，理由についても深く考えさせながら，人間のもつ心の気高さやすばらしさに感動できる，とてもよい資料であるといえる。 

(2) 資料の取り扱い
１枚の情景図（Ｐ.42のさし絵）を見て気づいたことについて話し合うことから始める。
第１の着眼点は，死に際のニコルの申し出を無視し，場所をかわろうとしないヤコブに対して「わたし」は，どう思ったかについて考えさせる。
第２は，やっとの思いでカーテンの向こうを見た「わたし」の気持ちについて考えさせ，人間らしい温かい心づかいの大切さに気づかせたい。

	
	◎関連　小６「二つの投書」「おばあちゃんの指定席」　２年「開拓者の決心」


	４
　　展
　開
　例
	
	学習活動・主な発問と予想される生徒の発言
	指導上の留意点

	
	導
入
	１　１枚の情景図を見て，資料の内容に興味をもつ。
①　この図を見て，どんなことに気づきますか。
○　重症患者が閉ざされた部屋で，入院している。
○　暗くて冷たい感じがする。

	○　情景図を掲示し，入院患者の気持ちを想像させる。
○　レンガの壁の絵を裏にはった実際のカーテンの模型を掲示してもよい。

	
	展
開
	２　本資料を読んで話し合う。
①　ヤコブが楽しそうに外の様子を話してくれているとき，「わたし」はどんな気持ちだったでしょう。
○　明るい気持ちになった。
○　故郷の様子を思い浮かべ，幸せだった。
②　死に際のニコルの申し出を無視し，場所をかわろうとしないヤコブを，「わたし」はどう思ったでしょうか。
○　場所をかわってあげればいいのに。
○　気持ちが理解できないわがままな人間だ。
○　死にかけているのに冷たい人間だ。
○　ヤコブにも何かあるのではないか。
❸　やっとの思いでカーテンの向こうを見たときの「わたし」は，どんな気持ちになったでしょう。
○　なんとレンガの壁かとショックを受ける。
○　ヤコブの思いやりがわかり驚いた。
○　ヤコブを憎んだ自分が恥ずかしい。
④　病室のみんなに「わたし」はどんな話をしたでしょう。
○　ヤコブの言っていた通り，今日はとてもいい天気だよ。
○　明日への明るい希望がもてるような外の景色の話をする。
３　自分の生活を振り返り，今まで生きてきて思いやりを受けた経験を話し合う。
①　他の人から思いやりのある言動を受けた経験は，ありませんか。
○　けがをしたとき，家族のみんなが自分の気持ちをわかって，いたわってくれた。
○　テストの点数が悪くて落ち込んでいるとき，優しくしてくれた。
○　部活動で失敗したとき，励ましてくれた。
	○　見舞いの客が一人もやってこない中での入院生活をイメージさせ，ヤコブの話が，みんなの生きがいになっていることに気づかせる。
○　ヤコブの取った行為に着目させ，死に直面した場合，他がどうなろうと自分の願望を満たそうとする人間の弱さや醜さを，「わたし」の心情面から考えさせる。
○　「わたし」の気持ちに共感させながら，素直に発表させる。
○　ヤコブの思いやりに気づいた「わたし」に注目させる。
○　病人に対して明るく希望をもたせたヤコブの好意的な思いを確認させたい。
○　単なる哀れみや同情ではなく，相手の立場や気持ちを理解した発言や行為について，どんな気持ちになったかを引き出す。
○　周りの人の立場を尊重し，思いやる気持ちを高める。


	
	終末
	４　人間愛にかかわる事例を取り上げた教師の説話を聞く。
	○　人間らしい温かい心づかいの大切さを話し，一人一人の心に余韻が残るようにする。


実　　践　　資　　料
○　日時　平成２３年６月２３日（木）４限

○　項目　２（２）人間愛，思いやり

○　資料　カーテンの向こう　＜明るい人生１年＞
＜授業展開＞
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導入


　「思いやり」について考える。


「思いやり」って何色だと思いますか？�
�
展開①　資料前半を読んで話し合う。


死に際のニコルの申し出を無視，場所をかわろうとしないヤコブを，「わたし」はどう思っただろうか。�
�
ヤコブの話が，みんなの生きがいになっていることをおさえる。


ヤコブに対する「私」の気持ちがうらやましさから憎らしさに変化していくことをおさえる。


展開②　資料後半を読んで話し合う。


やっとの思いでカーテンの向こうを見たときの「わたし」は，どんな気持ちになったと思うか。�
�
　　　　ア　楽しみにしていたのにショックだ。


　　　　イ　場所を変わらなかった理由がわかった。


　　　　ウ　ヤコブはみんなのために話してくれたんだ。


　　　　エ　ヤコブのことを恨んでいた自分が恥ずかしい。


　　　　オ　今度は自分がみんなに話しをしよう。


展開②´考えを深める。


最初に自分が思いついたのは，ア~オのどれか。その理由は。また，質問は。�
�
展開②´´


級友の発言でもっとくわしく，はっとした，なるほど，参考になったと思った発言はどれか。また話し合った内容を生活の中で見つける。�
�
終末　本時の感想を書く　





�





�





＜授業の様子＞





資料の扱いで工夫した点


資料を展開の前段と後段の２つに分けた。カーテンの向こうの光景がはじめから分かっていると主人公の行動に共感させる基本発問から，ねらいとする価値を引き出す中心発問での驚きや意外性の落差が大きくなるので，様々な意見が出てくると考えた。生徒からは，ねらいどおりの意見が出てきた。





展開における反省点


　　 まず，導入で明るい人生にある絵を使って，資料の読み取りを助けることを考 えたが，比較的資料の読み取りが簡単なので，ねらいとする価値の「思いやり」に向けていくために，「思いやり」の色で迫ってみた。かなり生徒の意欲を引き出すことができ，とても効果的であった。


　中心発問では，出てきた意見に対してさらに深めるための「はっとした」「どき


っとした」「参考になった」「もっと詳しく」（展開②´´）の場面での，かかわりのもたせ方が弱かった。


学級の様子と生徒の成長


１年生の１学期が修了しようとしている今，生徒たちも中学校生活に慣れ，自分勝手に行動しがちな面が出てきた。学級づくりの中でお互いに支えあっていることを具体的な場面でとらえ紹介して，「思いやり」の心を育んでいきたい。





＜授業者の反省＞





全校道徳の時間において全校同じ資料を使用








